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表紙 

状態変化 

チェック✔ ページ 〜テーマ〜 

□ 

 

No.01 □1  状態変化とは 

□ No.02 □2  状態変化したときの体積 

□ No.03 □3  状態変化したときの密度 

□ No.04 

□4  状態変化と温度 □ No.05 

□ No.06 

□ 
 

No.07 
用語チェック 

□ No.08 

 

     組  番 名前                

評価チェック 

□す べ て 埋 ま っ て い る… 1 点 2 点 

□色分けして書かれている… 1 点 2 点 

□メモなど要点が書けている… 1 点 2 点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴【状態変化のようす】 

 →水は、小さな粒(粒子：○)が集まってできている。 
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□1  状態変化とは 

 

1.物質の状態は、氷などの(①     )、水などの(②     )、水蒸気などの(③     )がある。 

2.[④           ]：温度によって固体、液体、気体と状態を変えること。 

状態変化 
/ポイント/ 

 
固体 

 
液体 

 
気体 

(       ) 

・     ：(       ) 

・     ：(       ) 

(       ) (       ) 

(       ) 

(       ) 

(       ) 

固体 液体 気体
状能変化

加熱
0 冷却

θ

昇華 0 蒸発

昇華 凝縮

凝固

融解



 

 

 

 

【実験①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実験②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.[ 液体↔気体の変化 ]：液体が気体になると、体積は非常に(①        )、 

逆の気体が液体になると体積は非常に(②        )。 

2.[ 液体↔固体の変化 ]：液体が固体になると、体積は(③        )。 

逆の固体が液体になると体積は非常に(④        )。 

 

3.ただし、(⑤    )の体積は、水が氷になると(⑥       )、氷が水になると(⑦       )。 

体積の変化 
/ポイント/ 
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ふくろの口をしばる。 

液体のエタノールを 
入れた、ふくろ。 

熱湯を 
かける。 

液体のエタノールが(      )になって、 

            ふくろが(      )。 

ろうを加熱し、液体にする。 

ろうを冷やし、固体にする。 

固体のろうが、(      )になって、 

          体積が(        )。 

液体のろうが、(      )になって、 

         体積が(        )。 

↔ 

□2  状態変化したときの体積 

↔ 

気体
<
3 .くらむ

液体 固体
大きくなる 1 、さくなる

大きくなる
小さくなる

( 1 、さくなる
大きくなる

水 大きくなり 小さくなる



 

 

 

 

 

【実験①】                    【実験②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加熱 

水蒸気 

○氷  ○水  

(①   )倍 

冷却 

(②   )倍 

 

1.体積が大きくなる状態変化では、密度は(③        )。 

2.体積が小さくなる状態変化では、密度は(④        )。 

密度の変化 
/ポイント/ 
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No.03 

固体の 
エタノール 

液体の 
エタノール 

□3  状態変化したときの密度 

・エタノールの固体は、液体に(⑤     )。 

 つまり、密度は、固体(⑥    )液体となる。 

・液体は固体になると、体積が(⑦     )なり、 

 密度は(⑧      )なる。 

 

水 

氷 

・氷は、水に(①     )。 

 つまり、密度は、氷(②    )水となる。 

・水は氷になると、体積が(③     )なり、 

 密度は(④      )なる。 

 

浮 く しずむ

く >
大きく 小さく

1、さく 大きく

1
、さくなる

大 きくなる

1_ L 1900



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴【水の状態変化と温度】 
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□4  状態変化と温度 

 

1.[①          ]：固体(氷)がとけて、液体(水)に変わるときの温度のこと。 

2.[②          ]：液体の表面から、少しずつ気体となって空気中へ飛び出す現象のこと。 

3.[③          ]：液体の内部からも、気体になろうとする現象のこと。 

4.[④          ]：液体が沸騰する温度のこと。 

 

状態変化と温度 
/ポイント/ 

表面から気体へ、 

→(②       ) 

内部からも気体へ、 

→(③       ) 

(      )℃ 
↑ 

(      ) 

(   ) 

(   ) 

(   ) 

氷が(        ) 

(   ) (   ) 

(   ) 

(   ) 

氷が(       ) 

 (       )し始める 

すべて(       )に変わる 

(      )℃ 
↑ 

(      ) 

気体 

液体 

固体 

温
度(

#) 

融点
蒸発
沸 とう

沸点

蒸発 沸 とう

水蒸気
沸とう

100

沸点

とけはじめる

0

融点 すべてとける

氷 氷 水 2k 水蒸気
水 燃気



 

 

 

⑵【エタノールの状態変化と温度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.純粋な物質の沸点や融点は、物質の(①       )によって決まっている。 

 →水の沸点は(②     )℃、エタノールの沸点は(③     )℃ 

2.混合物は、沸点や融点が(④       )。 

 

沸点と融点 
/ポイント/ 
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加熱する時間 

エタノールが沸騰 
し始める 

温
度(

#) 

(      )℃ 
↑ 

(      ) 

加熱する時間 

パルミチン酸が 
溶け始める 

パルミチン酸が 
すべて溶け始める 

温
度(

#) 

(      )℃ 
↑ 

(      ) 

78
63

沸点
融点

種類
100 78

決 まっていない



 

 

【実験】 

① 水 20 ㎥とエタノール 5㎥の混合物を、枝つきフラスコに入れる。 

② 図 1のような装置をつくり、ガスバーナーで混合物を加熱する。 

③ 試験管内に出てきた高温の気体を冷水で冷やし、再び液体にして試験管に集める。 

④ 出てきた液体を順に 3本の試験管 A、B、Cとした。回収した温度を図 2にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【予想】A〜Cで、もっとも多くのアルコールが多くふくまれている順に並べると？(    →    →    ) 

【結果】 
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温度計の液だめは 
(  )の高さにする 

ガラス管の先が液体の中に

(     )ようにする。 

氷水で冷やす 

沸騰石を入れる 

 A B C 

におい    

火を近づける    

試験管の中 

   
 

上昇し続けて、
沸点がはっきり
現れない。 

温
度(

#) 

時間(分) 

(      )がはじまる。 

□A  □B  □C  

1.[①         ]：液体を加熱して沸騰させ、でてくる気体を冷やして再び液体として取り出す方

法。(      )の違いを利用して分離する。 

2.混合物の沸点は、はっきりと(②         )。 

3.水とエタノールの混合物を加熱すると、(          )の方が、 

沸点が低いことから先に取り出される。 

4.沸騰石は、(              )を防ぐために入れる。 

蒸留 
/ポイント/ 

枝 沸とう

入らない

A B C

アルコ ール アルコー ル ↓ 少しアルコール

しばらくもえる もえてすぐ消える 火 はつかない
ー

ニー アルコ ール ー

ーアルコ ール
ー

,水 ー水
ー水

蒸留
沸点
決まらない

エタ ール

急 な沸 とう
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<選択肢> 
質量 

体積 

状態変化 

気体 

小さ 

大き 

<選択肢> 
純粋な物質 

混合物 

融点 

沸点 

蒸留 

気体状態変化
体積

体質量
大きく

1、さく

小さく

沸点

融点
融点

純粋 な物質

混合物

蒸留
沸点

0
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<選択肢> 
加熱 冷却 固体 気体 液体 状態変化 温度 質量 体積 

<選択肢> 
沸点 液体 沸騰石 ガラス管 気体 

固体 液体 気体

加熱

令却 体積

温度 質量
状態変化

沸点
気 体

液体

沸騰石

ガラス管


